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現代社会の疾病の特徴として、アレルギー性の疾患や生活習慣病の増加があげられている。
身体をこのような疾患から守るために重要視されているのが、「セルフメディケーション」で、そ
の実現のためには、OTC医薬品を取り扱う薬剤師の能力の向上が必須と考えられる。今回、
「OTC医薬品の選択と指導」をテーマとし、3年次生を対象にe-ラーニング（ OTC医薬品講

座）（ネットパイロティング株式会社）を導入した演習を行い、その効果を検討した。 
 



【概要・方法】 
国では「21世紀における国民健康づくり運動（健康日本21）を策定し、国民自らが健康増進に
努め、こうした病を予防しようとする考え、すなわち「セルフメディケーション」を推進している。本
ゼミナールでは、OTC薬の選択と指導を通して「セルフメディケーション」への薬剤師の関わり方
についての知識・技能を修得する。 
 

【内容】 
（1） 症状より、OTC薬の
選択あるいは受診勧奨が
できる． 
（2） 症状のメカニズムに
ついて説明できる． 

 

 
（3） 症状から、OTC薬が
選択でき、服薬指導ができ
る能力を養う．  
（4）薬の作用メカニズムに
ついて説明できる． 
（5）OTC薬の服薬指導が
できる． 
 

3年次生ゼミナールにおいて、e-ラーニングを導入して、 3）、4）、5）の能力の向上を目指した。 

 4年次 

 3年次 



東京薬科大学OTC医薬品講座 内容 

薬効群別 第１類医薬品適正使用情報 
～第１類医薬品の添付文書から学ぶ～ 



添付文書から学ぶ 
        （1） 



薬理作用を調べる 
（アンブロキサール塩酸塩） 

相互作用を調べる 

添付文書から学ぶ 
    （2） 



かぜ薬：相談応需、服薬指導 

ゼミナール  OTC薬の選択と指導 
1日目 授業スケジュール 
     e-ラーニング（Net-P) 各自へのID、PWの貸与と解説 
     講義：今こそ薬局薬剤師の出番 セルフメディケーション時代 
     e-ラーニングコンテンツ確認 
2日目 課題学習レポート提出（個人）  
      1）スウィッチOTC  2）アンブロキソール塩酸塩 
     その他コンテンツから学ぶ 
3日目 グループ学習：添付文書を理解する 
     グループ発表：添付文書を解説する 
     チェックテスト 
最終日（6日目）  アンケート 1 (テレビ番組より ) 
      アンケート 2 (本実習を終えて） 
 



グループ学習、グループ発表 
 
 添付文書を読むことができる（学習）、説明することができる（発表） 
  第1類医薬品の添付文書（かぜ薬）：エスタックイブファイン、パブロンエースAX錠、こどもセンパア液 
   内容：①添付文書に書かれている内容をグループで検討してまとめ、理解する。 
       例：「してはいけないこと」について、その理由 
         「相談すること」について、相談された時の対応 
         副作用についての説明 
         薬効と成分との関連性 
         成分と他の医薬品、食品成分などとの相互作用 
       ②発表は指定されたOTC薬について、グループごと資料を持たずに行う。 
 
      参考資料：e-ラーニング 東京薬科大学OTC医薬品講座、OTC薬ガイドブック、今日のOTC薬、 
             OTC薬の選び方、使い方など 
  

 
チェックテスト  レスポンス・システム（Keepad)使用 



アンケート2(今回のゼミナールについて）  

アンケート1 （2009/6/2日本テレビ「ミヤネ屋」を見て） 

まとめ 
 OTC薬教育の内容と順序：症状の把握（症状から疾患・病状を推定、必要があれば受診勧奨）の前に医薬品について添付文書 
       を中心に調査・グループ学習・発表を行うことはOTC薬の対応に関する理解を容易にする。 
 添付文書を中心とした調査・発表：添付文書は良い教材であり、これを中心に、個人課題学習、グループ学習、グループ発表の 
       順序で行い、理解力を増すことができたと考える。特に資料なしでのグループ発表は、理解度を高めるのに有効。 
 e-ラーニングの利用：有効なスキルであり、学生からも好評であった。今回の3年生での利用は、OTC薬販売に必要な知識・知恵 
       のガイドラインを示すために利用することができた。教材としてのスキルアップ、4,5年への継続性等についてはさら 
       に検討が必要。 
 レスポンス・システム（Keepad)を用いた演習：解答への対応が速やかにでき、ディスカッションに有効。 
 テレビ番組を利用した現状の把握と考察：今回学んだことと現実を対比して考え、薬剤師の必要性を再認識できたと思う。 

○新しい制度が導入され、薬を買う人も売る人も困ったような雰囲気でした。確かに不便であるかもしれませんし、薬局やコンビニでいいかげんな売り
方になってしまうかもしれませんが、薬の危険性を知っていただくことは重要ですし、セルフメディケーションをするということが基盤となっていることもあ
まり認識されていないようでした。番組では薬事法を改めて良くなることなどいい点が紹介されていなかったような気がしました。 

○薬学関係者（薬剤師など）と一般市民の間で、考え方に大きな隔たりがあるのを感じました。私は、リスクの高い第一級医薬品は、薬剤師が管理す
べきだから、陳列の方法についての薬事法改正は良かったと思います。ただ、登録販売者の出現や、大手スーパーなどがOTC医薬品を販売するよう
になった事で、薬局の経営が大変になって、薬局及び薬剤師同士が戦う時代が来るかもしれないと思いました。 

服装を薬剤師、登録販売者、その他スタッフ（バイトなど）で分ける事は必要だと思うし、リスクの高い第一類医薬品を対面方式で薬剤師が販売するよ
うにしたのも、適正使用法を患者へ伝えるために大切だと思います。 

長い年月かけて培う薬学の知識を生かせるよう、勉強やコミュニケーション力、判断力や説明する力を培って、将来現場でそれらを生かせる薬剤師に
なりたいです。 

○この番組を見て、薬学を学ぶ私たちと、消費者である一般の人たちの間には、やはり考え方に差があると思う。私たちからすれば、その薬の副作
用を起こさせないために説明をしたい。でも一般の人はそれが面倒であったりするし、登録販売者が90％くらいの一般用医薬品を売れるのに薬剤師
の意味って・・・？とも思われているようであった。それに、副作用なんてめったに起こらないんだからいいじゃない、とか、薬局で症状を聞かれるっ
て・・・など、そのうち、説明の義務もなくなるだろうとも言われた。副作用が出たら困るのは絶対自分だし、その病気が重篤なものだとしたら、薬の相
互作用が起こったらどうするつもりなのだろうか？ 

すごく悲しくて悔しい気分になった。一般の人に薬の説明義務の重要さを広めるべきだと思う。 

○高齢者においては腎機能が低下していたりして、現在の症状が悪化したり、副作用が現れたりと、成人に比較してよりリスクが高く、服用してはいけない場合もある。今の時代、ネットは
簡単で便利なものであるが、できる限り薬局などに出向いて薬を購入してもらいたいと思う。 

薬剤師は、一人一人の生活をずっと見ているわけではなく、一瞬でその人の状態を把握しなくてはいけない。 

薬剤師は、これから購入者に信頼されるようにならなくてはいけないと思った 

【内容】○OTC医薬品を販売することの大変さと意義を理解することができた。 ○このゼミをうけて、将来の自分のイメージが少しできたような気がします。 ○OTC薬は同じようなものと安易に考えていたので詳しく知れてよかった。 
○OTC薬に興味を持てるようになった。 ○実際に患者に対して医薬品について詳しく説明することがとても難しいことだと実感しました。 ○今まで受けてきた授業の中で一番実践的だったと思う。 自分で理解して自分の言葉で
言うのはとても難しいことだと改めて思った。○OTC医薬品の現状などが分かってよかったです。 ○普段の授業ではあまり触れられないOTC薬について勉強できた。 ○添付文書を覚えるだけじゃいけないことが分かったし覚えた
ことを分かりやすく伝えることはすごく難しかった。 ○OTC薬の添付文書には様々な情報が詰まっていることが分かった。 

【方法】○パソコンの教材が使いやすく、楽しく勉強できた。 ○ 問題演習など、知識の定着化がとても良く感じられた。  ○今回使用したネット上のテキストは、動画もたくさんあったので、とても理解しやすく良かったです。もっと
普及させてください。 ○ボタンを使ったクイズ形式のテストは良かった。 ○もしまた機会があったらe-ラーニングで知識を深めていきたしと思う。  ○原稿を読みながら発表するのは面白くないと思っていましたが、勉強したことを
人に伝える難しさを知りました。 
【感想】○4,5,6年生になっても、あのような動画で勉強できたら有意義に使用できると思いました。もっと普及させてください。 ○覚えたことを分かりやすくつたえるのはすごくむずかしいと思った。 ○この方式を他のゼミにも取り入
れてほしい。 ○将来薬局薬剤師になりたいと考えていたので、OTC薬について学べたのは良かったです。 ○OTC薬を販売することは、大変なことであり、全ての知識を持っていなければ対応できないということを身をもって感じる

ことができました。 ○くすりについて患者の疑問に適切にこたえることができるように、知識、技能を身につけなければいけないと思った。○自分で理解して自分の言葉で言うのはとても難しいことだと改めて分かった。 ○今まで
にない、新鮮なゼミナールだったように感じました。数日間で成長を感じたように思います。将来「一人前の薬剤師」になれるよう頑張りたいです。 



薬剤師の思考プロセス 

平成２１年度「大学教育・学生支援推進事業」 
大学教育推進プログラム【テーマＡ】  に基づく活動 

http://selfm-toyaku.jp/ 


